NEJM勉強会2002年第12回02/4/24実施Aプリント　担当　木村亜希
Case 18-2001-- A 19-Month-Old Boy with Fever and Soft-Tissue Masses

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (Volume 344:1851-1856 Number 24)

　　　　　　－発熱と軟部組織massの19ヵ月男児—
【主訴】発熱、歩行困難

【現病歴】

入院の2ヶ月前、6週間のブラジル滞在中（父:ブラジル人、母：ポルトガル人）に、レンサ球菌によると思われる咽頭炎（培養はせず）をペニシリンで治療されている。尿検査で微量蛋白あり。血液検査が施行された(Table 1)。ペニシリン治療の48時間後、発疹が出現。他の抗生物質に替え、症状改善。

入院3週間前、患児は、両親同伴なしに、祖母に連れられAzores（Azores諸島：リスボンの西に位置するポルトガル領）に行く。

入院9日前（まだ海外滞在中）、発熱を伴う嘔吐と下痢を起こした。胃腸症状は4,5日で治ったが、発熱（39.4℃から40℃）は続いた。

入院前の夕方、患児がアメリカへ帰国したとき、両親は長引く熱と数個の軟部組織腫脹、また、歩けなくなっていることに気付いていた。患児のかかりつけ医は40℃の熱を認めた。検査により左肩甲骨上の増大したmassを認めたが、このmassは10ヶ月前からあったもので、脂肪腫と考えられていた。またその他に、左前頚部により小さいmass、右足首と左第5指基節骨に紅斑と腫脹を認めた。尿には赤血球と白血球が含まれており、血液検査が施行された(Table 1)。X線では左手と右足首に異常なし。血液、尿、右足首からの吸引液を培養のため採取した。患児は当院へ紹介された。

【入院時現症】体温40.4℃, PR 197, 135/80mmHg

【入院時身体所見】左前頚部に径2cmの非常に固いmassあり。左肩甲骨上径5×7cmの固く、球状のmassあり。左第5指基節骨に紅斑、腫脹、圧痛あり。右足首には紅斑、少々の腫脹と圧痛あり、可動域はほぼ正常。母親が手を支えると歩けるが、右足をかばうような跛行になる。

【入院時検査】尿沈査にはRBC3-5, WBC5-10, 高倍率で少量の細菌が見られた。血液検査は生化、免疫検査を施行(Table 1, 2, 3)。心電図はHR155の洞性頻脈。胸部X線とtriple-phase bone scanに異常なし。血液、尿、右足首吸引液を培養した。

【入院時処方】ceftriaxone(600mg/day, iv), acetaminophen, ibuprofen

【既往歴】現在までの予防接種は済ませている。今まで病人や猫との接触なし。

【家族背景】母：ポルトガル人、父：ブラジル人

【入院後経過】熱は38.5℃から39.3℃に上昇。血液検査施行(Table 1)。

入院2日目、指と足首の紅斑改善してきた。カテーテルからの尿培養からは中程度にA群β溶連菌検出。血液培養と足首の吸引液培養からは菌は検出されず。心エコーでは弁の疣贅や心嚢水貯留は指摘されず。

入院3日目、患児の歩行は改善され、頚部と肩甲骨のmassは変化せず、紅斑は見られない。エコーではそれぞれのmassは固く、不均一で、低エコーであった。7cmの大きなmassは左肩甲骨上(Fig. 1,2)にあり、2cmの小さなmassは左鎖骨上にあった。カラードップラーではそれぞれのmassの中央に微量の血流を示すのみであった。

ある診断的手技がとられた。

[image: image1.png]TABLE 1. HEMATOLOGIC LARORKTORY VALLTS.

Hert (% » w1
Homgibin (2/41 0
o u
i a2l 15t
[y——— s [
Erthro et PR 2
Reticubaye ot Lo
Wil o e 4000 2000 219001
[T —
i n 7
Tond e !
g 3 N
friversy 3 i
Eecphis 3

Pt o (e o) 182000 500000 625,000
T oot e o o o il e T, ity
o,

T o e i st 10 s e il e boys i s



[image: image2.png]TABLE 2. BLooD CHBICaL a¥D EXZINE
VALES 0N ADMSION.

Pt (201
Tt 4o
© s e o o1

x
Lt deopenne () 233

T o a0 10 12 s e

L ——
% Apsision

— Nepaive

Al mibodics” Pt e e i
A o Tpmin Barr Nepahe

Tarint Nepaie o1 481

“The et et o 2 o el

Pl et s o it 5 TU of purid et



[image: image3.png]



